
44Apr.2015
N
o
.99

A
pr.2015
N
o
.99

広
報

も
と

み
や

広
報

も
と

み
や

来
訪
 ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子

　
　
平
成
27年

度
重
点
事
業

　
　
　
 　
本
宮
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

来
訪
 ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子

　
　
平
成
27年

度
重
点
事
業

　
　
　
 　
本
宮
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

平
成
27年

4月
1日
発
行
　
M
otom

iya C
ity P

ublic R
elations

平
成
27年

4月
1日
発
行
　
M
otom

iya C
ity P

ublic R
elations



2広報もとみや4月号

スマイルキッズパーク屋内あそび場。ウィリアム王子を握手で歓迎

よ
う
こ
そ

よ
う
こ
そ

　

王
子
様

　

王
子
様
♥♥
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W E L C O M E  to M O T O M I Y A
英国・ケンブリッジ公爵殿下来訪

Prince William
【ウィリアム王子（ケンブリッジ公爵殿下）】

《PROFILE》
1982 年 6月 21日生まれ。イギリス王室成員で、イギリス王太子チャールズの長男。
イギリス女王エリザベス 2世の孫で、父のチャールズに次ぎ英国の王位継承順位第 2
位の地位にある。

スマイルキッズパークに到着した王子。安
倍首相がお出迎えをしました

子どもたちにジャグリングを披露する王子

記念植樹の後で記念撮影

スマイルキッズパークを視察
　初来日した英国のウィリアム王子が、2月 28日本
宮市を訪れました。
　この日、ウィリアム王子と安倍晋三首相はスマイル
キッズパークを訪問され、高松市長の案内で施設を視
察されました。
　屋内あそび場では、王子と首相もボールプールに入
り、王子は長身をかがめて子どもたちとボール遊びを
楽しみました。

　屋外あそび場では、トランポリンで遊ぶ子どもたち
と言葉を交わされました。
　また、記念の植樹が行われ、王子が｢オーク（ヨーロッ
パナラ）」、首相が ｢桜（ソメイヨシノ）」、内堀知事が
県の木「ケヤキ」、高松市長が市の木「マユミ」を子
どもたちと一緒に植えました。
　沿道では、多くの人たちが王子の訪問を歓迎し出迎
えの列をつくりました。

橘 明香さん
雅翔くん･ 結花ちゃん親子（白岩）

王
子
を
迎
え
て
…

　

記
念
植
樹
を
王
子
と
一
緒

に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

王
子
は
と
て
も
優
し
か
っ
た

で
す
。

　

い
つ
も
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
を

利
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

木
が
大
き
く
育
っ
て
い
く
の

が
楽
し
み
で
す
。

　

と
て
も
良
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
！
み
ん
な
に
自
慢

し
た
い
で
す
。

ココ
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復
興
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

復
興
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

定
住
促
進

定
住
促
進

続
け
る

　震災から 4 年が経過した平成 27 年。　震災から 4 年が経過した平成 27 年。
　震災前にも増して元気なもとみやになるため、今年度は、『定住からはじまる　　震災前にも増して元気なもとみやになるため、今年度は、『定住からはじまる　
住みたいふるさと　もとみや創生』をスローガンに掲げ、市では定住対策室を設住みたいふるさと　もとみや創生』をスローガンに掲げ、市では定住対策室を設
置し、定住促進を重点事業として復興を進めていきます。置し、定住促進を重点事業として復興を進めていきます。
　一言に「定住」といっても１つの施策だけではかないません。いくつかの施策　一言に「定住」といっても１つの施策だけではかないません。いくつかの施策
を複合的に実施することで、定住促進事業を推進していきます。を複合的に実施することで、定住促進事業を推進していきます。
　ここでは、これからも継続していくべきことと、これから新年度で進めていく　ここでは、これからも継続していくべきことと、これから新年度で進めていく
ことを紹介します。――――――――――ことを紹介します。――――――――――

復
興
へ
、
そ
し
て
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
ま
す
。

雇用・労働

復 興 関 連

・企業の振興
　地場企業の振興と企業立地を進めま
す。
※本宮市工業等団地は完売しており、現
在は交通の要衝としての利便性を生か
し、オーダーメイド方式で、効率の良い
企業誘致に取り組んでいます。

・住宅除染
27年度中の全地区完了を目指して、住
宅除染を実施します。

・風評被害対策
農産物のモニタリング検査の徹底、米
の全量全袋検査、トップセールスを実
施します。

３
月
に
導
入
し
た
非
破

壊
式
放
射
能
測
定
装
置

国
道
４
号
沿
い
に
広
が
る
工
業

団
地

―
継
続
事
業
―

・健康管理
ホールボディカウンターによる内部被ば
く検査、ガラスバッジによる外部被ばく
検査、甲状腺検査を継続します。
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子 育 て

高齢者福祉

住 宅
・保育料の全額・一部助成
子育て世代を応援するため、市内在住で公立幼

稚園・保育所に通うお子さんの保育料の全額・

一部を助成します。

（私立保育所・幼稚園についても公立の基準を

上限に助成します）

※所得により助成額が変わります。詳しくは幼
保学校課へお問い合わせください。

・小中学校校舎の耐震化
27 年度は本宮第一中学校南校舎と白沢中学校
体育館の耐震補強工事を行います。
これをもって小中学校校舎の耐震化は全校完了
します。

・介護予防
元気に長生きできるよう健康体操を推
奨します。（いきいき百歳体操）

・病気の予防
高齢者の肺炎球菌ワクチンの接種の費用を
助成します。

・マイホーム取得助成
市内に住宅を新規で取得した方へ最大 30万円
の助成をしています。

・宅地造成への助成
市内に宅地造成をした事業者へ１区画当たり20
万円を交付します。（上限300万円）
※いずれも支援を受けるには申請が必要になり
ます。詳しくは市のHPをご覧になるかお問い
合わせください。

対 象 金 額
中学生以下の子
がいる世帯

30 万 円（ う ち 3
万円は本宮商品券）

その他の世帯 20万円（うち2万
円は本宮商品券）

えぽかで行われた百歳体操

問

問

定住対策室　☎24-5323

幼保学校課　☎24-5446

環 境 整 備

・本宮駅周辺東西アクセス整備
本宮駅周辺の東西のアクセス環境を向上させる

ため、東西自由通路と西口広場の整備を進めて

います。27年度は、自由通路・駅舎・西口広

場の具体的な整備計画を作り、JRと協議して

いきます。32年度の完成を目指します。

2階に駅舎と自由通路を一体とした橋上駅整備を検討します・白沢総合支所周辺環境整備
現在、白沢総合支所周辺の環境整備をしています。27年度は、変

形交差点の改良、ポケットパーク、公園、公園連絡通路を整備して、

白沢地区の憩いの場を作ります。
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始
ま
る

定
住
促
進
に
よ
る
復
興
の
実
現
の
た
め
に
、
27
年
度
は
こ
れ
ら
の

事
業
・
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

雇用・労働

復 興 関 連

高齢者福祉

住 宅

・ひと・まち・しごと創生総合戦略の策定
定住人口の増加には、　子育て支援や住宅政策と合わせて、そこに住む人の「しごとづくり」が重要です。

若者がどういう仕事に就きたいか、どういう仕事があれば故郷（ふるさと）に戻ってきたいのかなど、ニー

ズ調査や分析を行いながら総合戦略を策定し、事業化していきます。

子 育 て

・不妊治療費の助成
特定不妊治療を行うご夫婦の経済的負担を

軽減するため、治療費の一部を助成します。

・産後検診の充実
妊婦健康診査費用について産後 1ヵ月検

診を追加して、全額助成します。

・インフルエンザワクチン助成
妊婦と中学生以下の子どもへ１回 1,000
円を助成します

・子ども屋外プールの利用開始
震災以降、小学生以下の子どもの体力低下に

伴う運動不足の解消と健康増進を図るため、

子ども屋外プールを整備しました。今年度よ

りその運営がスタートします。

・包括的な高齢者支援
高齢者の保健医療の向上と福祉の増進を包

括的に支援するため、生活圏域ごとに地域

包括支援センターを設置し、委託運営しま

す。

・情報発信
マイホーム取得者と宅地造成事業者への助

成制度をはじめ、もとみやに関するあらゆ

る住みやすさの情報を集約し、効果的に発

信しながら定住促進を図ります。

・マイホーム取得助成
避難者支援として、市内に住宅を新規で取
得した避難者の方へ、固定資産税額３カ年
分相当額（上限額あり）を助成します。
※詳しくは市のHPをご覧になるかお問い
合わせください。

―
新
規
事
業
―

完
成
し
た
屋
外
プ
ー
ル

問 定住対策室　☎24-5323
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その他始まる新年度事業

環 境 整 備

平成 27 年度予算

・五百川駅前広場整備
五百川駅利用者の利便性の向上を図るため、駅
前広場の整備に向けた調査を行います

・地域防災センターの建設
阿武隈川左岸築堤事業に伴い地域防災センター
を建設します

JR五百川駅前

国庫支出金 
13 億 4,740 万円

繰入金・繰越金など
11 億 1,272 万円

市債
14 億 7,700 万円

地方譲与税など
10 億 1,128 万円

歳  入
325 億
4,700万円

市税  36 億 6,904 万円

県支出金
206 億 546 万円

地方交付税
33 億 2,410 万円

会計名 本年度予算額 前年度予算額 増 減
国民健康保険 373,910 327,920 45,990
後期高齢者医療 27,149 26,424 725
介護保険 229,910 213,475 16,435
公共下水道事業 113,522 80,536 32,986
農業集落排水事業 6,515 4,780 1,735
工業用地造成事業 59,514 74,494 △ 14,980
工業用地資産運用事業 11,462 11,462 0

合 計 821,982 739,091 82,891

会計名 本年度予算額 前年度予算額 増減
水道事業 93,137 96,255 △ 3,118

　今年度の一般会計総額は、325 億 4,700 万円
で、昨年を上回る過去最大の予算規模となりまし
た。
　住宅除染事業に 196億 4,000 万円を計上して
おり、市内全地区の除染の完了を目指します。

特別会計・企業会計　（単位：万円）

一般会計

その他
8,612 万円

公債費
9億 9,551 万円

教育費
22 億 4,647 万円

消防費
5億 8,803 万円

土木費
10 億 7,209 万円

商工費
7億 7,140 万円

農林水産業費
6億 2,648 万円

衛生費
207 億 8,858 万円

民生費
36 億 8,415 万円

総務費
14 億 9,388 万円

議会費
1億 9,429 万円

歳  出
325 億
4,700万円
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都市計画マスタープラン
　　　 を策定しました！

地域別構想地域別構想

実現化の方策実現化の方策
　都市の将来像の実現に向けて、市民・事業者・行政がそれぞれの役割のもと、市を訪れる方々の声や力
を生かしながら、「協働のまちづくり」を基本として、互いに連携・協力しながらまちづくりを進めていき
ます。
※計画書本編は、市のホームページまたは市役所まちづくり推進課でご覧いただけます。また、各世帯に
は概要版を配布します。

　本宮・高木地区
『人が集い、にぎわいと笑顔あふれる、もとみや元気発信拠点づくり』

　青田・荒井・仁井田地区
『未来に輝く、新たなにぎわい拠点づくり』

　岩根・関下地区
『豊かな緑と清らかな水が織り成す、潤いあふれるふるさとづくり』

　和田・糠沢地区
『歴史・文化を継承し、自然との共生が生み出す心豊かな里づくり』

　白岩・長屋・稲沢・松沢地区
『人と人とが支えあう、自然に恵まれた緑豊かな“環”の里づくり』

問 まちづくり推進課　☎２４－５４０５

広報もとみや4月号広報もとみや4月号
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都市計画都市計画マスタープランマスタープラン
　　　 を策定しました！　　　 を策定しました！

―――都市計画マスタープランとは、おおむね 20年後の都市の将来像を明確にするとともに、将来像の実現

に向けた大きな道筋を明らかにし、住みよいまちづくりを推進していくため、都市計画に関する基本的な方針

などを定めるものです。

　市全体を対象とした「全体構想」および「部門別構想」、市域を５地区に区分した「地域別構想」、およびそ

れらの構想の実現のための「実現化の方策」により構成しています。

　今後は、都市計画マスタープランに基づくさまざまな施策を展開しながら、より良い本宮市をつくり、定住

促進を目指していきます。

全体構想全体構想

部門別構想部門別構想

「ずっと住みたい　魅力あふれるまち　もとみや」
～誰もが、心豊かに安心して暮らすことのできる快適なまちづくりをすすめ、笑顔

あふれる魅力あるまち「もとみや」を実現し、定住促進を目指します。～

土地利用の方針（住宅系土地利用、工業系土地利用、商業系土地利用、自然系土地利用）

都市施設の方針（道路・交通、公園・緑地・水辺、公共下水道、公共公益施設）

都市環境の方針（都市防災、景観、環境）

都市将来像

都市づくりの基本理念と基本方針
①「より安心・安全」なもとみや
　～安全で子どもからお年寄りまで安心して暮らせるもとみやをつくります。
②「より快適」なもとみや
　～快適に過ごせるもとみやの基盤（まちの中心地や交通網・公園など）をつくります。
③「より豊か」なもとみや
　～日々の生活のなかに豊かさを感じることができるもとみやをつくります。
④「みんな」がつくるもとみや
　～市民が、事業者が、行政が、訪れる人が、もとみやをつくり、育てます。

本宮市都市計画マスタープラン

広報もとみや4月号広報もとみや4月号
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TOPICSTOPICS題話

新
体
育
館
が
完
成
！

新
体
育
館
が
完
成
！

　

岩
根
小
学
校
の
体
育
館
が
完
成

し
、
３
月
３
日
引
渡
し
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
児
童
と
市
・
工
事
関

係
者
が
見
守
る
中
、
式
で
は
施
工

者
代
表
の
吉
田
光
徳
さ
ん
（
光
建

設
（
株
）
代
表
取
締
役
）
か
ら
高

松
市
長
へ
、
高
松
市
長
か
ら
佐
藤

勇
人
校
長
へ
体
育
館
の
引
渡
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
体
育
館
は
、
敷
地
面
積
が
約

４
，
５
３
７
平
方
メ
ー
ト
ル
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
平
屋
建
て

で
木
材
を
生
か
し
た
温
か
み
の
あ

る
建
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
岩
根

地
区
の
人
口
増
に
合
わ
せ
、
ア

リ
ー
ナ
面
積
を
２
倍
に
し
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
で
利
用
で
き

る
よ
う
多
目
的
教
室
、
研
修
室
な

ど
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

て
る
て
る
さ
ん
さ
ん
・
マ
ツ

・
マ
ツ
さ
ん
さ
ん
祝
百
歳

祝
百
歳

　　

佐
々
木
て
る
さ
ん
（
糠
沢
）
が

２
月
13
日
で
満
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
百
歳
賀
寿
贈
呈
式

は
二
本
松
市
・
二
本
松
い
わ
し
ろ

紀
行
で
行
わ
れ
、
市
長
・
県
知
事

か
ら
賀
寿
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
月
26
日
に
は
、
佐
藤

マ
ツ
さ
ん
（
高
木
）
も
満
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
、
高
木
第
３
町
内

会
集
会
所
で
た
く
さ
ん
の
人
が
見

守
る
中
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

新
原
案
が
提
出
さ
れ
る

新
原
案
が
提
出
さ
れ
る

　

１
月
28
日
、「
本
宮
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
原
案
が

本
宮
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
委
員
会
か
ら
市
へ
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
平
成
25
年
６
月

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
ま
で
に

８
回
の
委
員
会
が
開
か
れ
、
協
議

検
討
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

高
松
市
長
は
、「
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
今
後
の
市
の

指
針
の
方
向
性
を
決
め
る
大
切
な

計
画
で
あ
る
。
こ
の
原
案
を
十
分

参
考
に
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
趣

旨
に
合
う
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

最
終
答
申
が
提
出
さ
れ
る

最
終
答
申
が
提
出
さ
れ
る

　

２
月
６
日
、「
本
宮
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
最
終
答

申
が
都
市
計
画
審
議
会
か
ら
市
へ

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
お
お
む
ね
20
年
後
の
将

来
像
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現

の
た
め
に
都
市
計
画
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
な
ど
を
定
め
る
も
の

で
す
。

　

審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け

取
っ
た
高
松
市
長
は
、「
こ
の
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
都
市

計
画
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
皆
さ

ん
か
ら
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

優
良
消
防
団
表
彰
を
受
賞

優
良
消
防
団
表
彰
を
受
賞

　

３
月
10
日
、日
本
消
防
会
館（
東

京
都
港
区
）
で
行
わ
れ
た
日
本
消

防
協
会
定
例
表
彰
式
で
、
本
宮
市

消
防
団
が
日
頃
の
消
防
団
活
動
が

評
価
さ
れ
、
優
良
消
防
団
表
彰
旗

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
本
宮
市
１
団
体
で
、

本
宮
市
消
防
団
と
し
て
は
初
の
受

賞
で
す
。

11
日
に
は
国
分
団
長
と
橋
本
庶

務
副
部
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
市

長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

高
松
市
長
か
ら
は
、「
日
々
の

消
防
団
活
動
に
敬
意
を
表
し
た

い
」
と
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

本
宮
市
消
防
団
の
今
後
の
ま
す

ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

阿部委員長から市長へ原案の提出

本宮市消防団の国分団長（中央）と橋本庶務副
部長（右）

長谷川会長から市長へ提出

佐々木てるさんを囲んで（上）

木を使った温かみのあるアリーナ

佐藤マツさんを囲んで（下）



11 広報もとみや4月号

TOPICSTOPICS題話

題字とレイアウトが変わりました題字とレイアウトが変わりました
　今月号から広報もとみやの表紙
題字と一部コーナーのレイアウト
が変わりました。また、より見や
すくするため、使用する文字をゴ
シック体を基調とするものに変更
しました。
　今後も、伝わる紙面・伝えられ
る紙面・読んで楽しい紙面作りを
目指していきますのでどうぞよろ
しくお願いします。
　皆さんのご意見・ご感想をお待
ちしています。
　　
　　秘書広報課
　　☎２４ｰ５３３２

白沢第５分団に新車両が交付

　３月１日、市役所で消防車両交
付式が執り行われ、白沢第５分団
に積載車が交付されました。
　国分団長は、「有効に使用し、
これからも地域防災に努めてほし
い」とあいさつしました。

火災に備え息を合わせ訓練
　３月１日、白沢運動場周辺を会
場に火災を想定した中継送水訓練
が行われました。本宮市消防団な
ど消防団関係者約１６０人が参
加。全分団が連携し、有事の際の
訓練に臨みました。

　『ふるさとが育んでくれた宝もの』
　事情があって、昨秋から月の半分を本宮で暮らすことになりました。実に40年ぶ
りの本宮での生活を味わっております。大きく変化したこと（発展したこと）とほと
んど変わりないこと（良い意味で）を実感している今日この頃です。
　私は現在茨城県土浦市に在住しております。20数年前、町内会でお祭りを始めよ
うということになりました。山車を手作りし、お囃子隊を編成しました。お囃子の練
習方法からお祭り当日の巡行まですべてもとみや秋まつり（本宮方式）を取り入れ、
成功裡に終わらせることができました。子どものころの経験がこんなところで役に
立つとは思ってもみませんでした。そして地域の皆さん（特に子どもたち）に喜ばれ、
この時ほどふるさともとみやに感謝したことはありませんでした。まさにふるさとが
育んでくれた宝ものだと思っています。

東京東京あだたら通信あだたら通信 その３

5 月号へつづく

「
元
気
・
発
信
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

日
ご
と
に
暖
か
さ
が
増
し
、
ほ
こ
ろ

び
始
め
た
梅
花
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
初
来
日
さ
れ
た
英
国
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
王
子
が
２
月
28
日
、
安
倍
晋
三

首
相
、
竹
下
亘
復
興
大
臣
、
内
堀
雅
雄

知
事
と
と
も
に
本
市
を
訪
問
さ
れ
、
ス

マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
「
屋
内
あ
そ
び

場
」
と
「
記
念
樹
の
杜　

屋
外
あ
そ
び

場
」
を
視
察
い
た
だ
き
、
施
設
概
要
の

説
明
と
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

屋
内
あ
そ
び
場
で
は
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
と
ボ
ー
ル
遊
び

を
楽
し
ま
れ
、
屋
外
あ
そ
び
場
で
は
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
話

し
掛
け
ら
れ
、
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
と
笑
顔
で
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
樹
の
杜
に
東
日
本
大
震

災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
へ
の
祈
り

を
込
め
て
、ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
に
「
オ
ー

ク
」
を
、
安
倍
首
相
に
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
」
を
、
内
堀
知
事
に
県
の
木
「
ケ
ヤ

キ
」を
、そ
し
て
私
が
市
の
木「
マ
ユ
ミ
」

の
苗
木
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
記
念

植
樹
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
樹
を
大
切
し
な
が
ら
、
本

市
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
民
の
皆

様
と
一
緒
に
育
て
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
の
訪
問
は
復
興
の

一
つ
の
成
果
の
現
れ
で
あ
り
、
本
宮
に

元
気
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
大
き
な
励

み
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
島
と
本
宮
の
元
気
を
、
全
国
に
、

そ
し
て
世
界
に
向
け
て
発
信
で
き
た
意

義
は
大
変
大
き
く
、
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
８
日
は
「
未
来
へ
つ
な

ご
う
！
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
本

宮
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
「
復
興
の
集

い
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
り
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
ま

し
た
多
く
の
犠
牲
者
の
皆
様
へ
の
追
悼

と
被
災
地
で
は
未
だ
に
多
く
の
方
々
が

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
原
子
力
災
害

に
よ
る
影
響
は
今
も
大
き
な
爪
痕
と
課

題
を
残
し
て
い
る
中
で
こ
の
現
実
を
風

化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
４
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
特
産
品
や
埼
玉
県
上
尾
市
と
全

国
へ
そ
の
ま
ち
協
議
会
加
盟
市
町
村
特

産
品
の
「
物
産
展
示
販
売
会
」・「
食
の

交
流
会
」・「
復
興
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
多
く
の
市
民
の
方
々
に
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
皆
様
と
と
も
に
復
興
に
向
け

た
思
い
を
共
有
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

意
義
深
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
に
、
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

４
月
は
入
学
・
進
学
・
就
職
へ
と
新

た
な
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
す
。
生
活
環

境
も
変
り
、
ま
た
、
季
節
の
変
わ
り
目

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
充

分
ご
留
意
の
う
え
、
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

　

 

（
３
月
25
日
執
筆
）

こんにちは！市長ですこんにちは！市長です vol. 30

本宮市長
高松義行

東京あだたら会副会長
山崎 清博さん

早期の鎮火のため訓練する皆さん

配備された積載車

問
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超人シェフのスーパー給食

ペシャルな給食に舌鼓ス

高松山観音寺初寅大祭

えさかる炎燃

陸上・スーパーティーチャー

りの「コツ」を伝授走

　2月18日、白沢中学校では、東京・代官山のフ

レンチ『メゾン・ド・スリジェ』の浅水屋巌シェフ

が作る「スーパー給食」が行われました。

　生徒たちは、ポークと根菜の米粉フリットや野菜

のトマトカレースープなど、いつもと一味違う本格

フレンチ風の給食をおいしく食べました。

　旧暦の初めての寅の日にあたる、2月19

日、糠沢の高松山観音寺で高松山初寅大祭が

盛大に催されました。青年会裸みこしでは、

下帯姿の若衆が威勢の良いかけ声で豪快にみ

こしを担ぎ、来場した皆さんは、みこしから

投げられる梵天を手にしようと競い合ってい

ました。

　また、奉納祭では舞踊や子どもみこし、力

強い太鼓の演奏が披露されました。

　2月16日から17日にかけて、NPO法人 J.VIC

から陸上のスーパーティーチャーの皆さんが訪れ、

小中学校で陸上の指導にあたりました。

　本宮第一中学校では、姿勢や腕振り、重心など走

りの基礎をスーパーティチャーと一緒に実践しなが

ら練習していました。

超人シェフの給食を食べる生徒

①福を祈り担がれた裸みこし　②元気あふれる子どもみこし　③高松山権現太
鼓の皆さんによる演奏

スーパーティーチャーが走りのコツを指導

①①

②②③③
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中学校3校で卒業式

年間の思い出を胸に３

各保育所で避難訓練・黙とう

震がおきても大丈夫だよ！地

千羽鶴をいただきました

を越え、鶴がつないだ絆県

いきいき百歳体操

護予防の切り札登場介

　3月13日、市内中学校3校で卒業証書授与式が

行われ、310人が学びやを巣立ちました。

　本宮第二中学校では、3年生93人が卒業しまし

た。武藤成也校長が卒業証書を手渡し、「自分のよ

さを大切に、目標を持って生活してほしい」と式辞

を述べました。在校生代表の矢吹菜奈さんの送辞を

受け、卒業生代表の大島良さんが答辞を述べました。

　3月11日、各市立保育所では地震に備えての避

難訓練を行いました。保育所では毎月1回は避難

訓練を行っていますが、3月11日のこの日は特別

に訓練をしました。

　発災の時刻には園児みんなで黙とうをして、おや

つには、非常食のパンのかんづめを食べ、災害に備

える練習をしました。

　３月、徳島県徳島市の八万保育所の皆さんから復

興への祈りと願いを込めた千羽鶴が届きました。こ

の折り鶴は、保育所の園児・保護者・実習の学生・

職員一同が心を込めて折ってくれました。

　昨年はえぽか、今年はスマイルキッズパークへ飾

らせていただきました。

　市では、地元出身のお笑い芸人・三瓶さんの協力

のもと、介護予防のための体操「いきいき百歳体操」

の講習会を開催しました。

　2月21日、えぽかで行われた講習会では、130

人の参加者が三瓶さんといっしょに体操で汗を流し

ました。この体操は、Youtubeの本宮市公式チャ

ンネルでご覧になれます。

本宮二中。武藤校長から卒業証書を手渡される卒業生

おひるねの後、真剣に黙とうをするみんな

スマイルキッズパークに飾られた千羽鶴

三瓶さん（左）と一緒におもりを使った体操で汗を流す参加者

カメラ散歩　4月号
CAMERA SANPO
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みんなのひろば
「きっかけ」

私の随想録

子どもの成長がなによりの楽
しみです。

田代　茂樹さん
SHIGEKI　TASHIRO

（本宮字舘町）

今月の人
　

あ
れ
は
娘
が
小
学
６
年
生
の
夏
休

み
、
遊
び
に
来
た
親
戚
に
「
中
学
校

へ
行
っ
た
ら
部
活
動
は
何
を
や
る

の
？
も
し
、
決
ま
っ
て
な
い
の
な
ら
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
見

学
に
行
っ
て
み
た
ら
？
」
の
一
言
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
娘
の

頭
の
中
に
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
い
う
選

択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
人

も
や
っ
て
み
た
い
と
言
う
事
で
し
た

し
、
小
学
校
も
残
り
半
年
で
し
た
が
、

中
学
校
で
続
け
て
く
れ
る
な
ら
と
思

い
入
団
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
し
ま

し
た
。

　

３
月
２
日
。
本
宮
第
一
保

育
所
で
は
、
ひ
な
ま
つ
り
の

お
茶
会
が
開
か
れ
、
年
長
組

の
園
児
22
人
が
本
格
的
な
お

茶
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
、
み
ん
な
に
お
茶
を

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
表

千
家
の
平
沢
ク
ニ
さ
ん
・
国

分
和
子
さ
ん
・
菅
原
妙
子
さ

ん
・
国
分
和
子
さ
ん
の
４
人

の
先
生
で
し
た
。

　

先
生
は
お
茶
の
歴
史
に
つ

い
て
お
は
な
し
を
し
て
、「
日

本
の
伝
統
文
化
を
勉
強
し

て
、
み
な
さ
ん
待
つ
こ
と
が

で
き
る
心
を
育
て
て
く
だ
さ

い
」
と
、
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

ひ
な
ま
つ
り
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
お
茶
会
の
前
に
子

▲「お手前ちょうだいいたします」

ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で

作
っ
た
ひ
な
人
形
を
飾
り
、

「
た
の
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」

や
「
に
じ
」
な
ど
の
童
謡
を

歌
っ
て
ひ
な
ま
つ
り
を
祝
い

ま
し
た
。

　

お
茶
会
が
始
ま
る
と
、
先

生
の
お
手
前
を
観
察
し
、
み

ん
な
見
よ
う
見
ま
ね
で
お
菓

子
を
食
べ
、
お
茶
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
お
茶

も
お
菓
子
も
お
い
し
か
っ

た
」「
と
っ
て
も
楽
し
か
っ

た
！
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
満
足

そ
う
に
感
想
を
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　

中
学
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
へ
入
部
し
そ
れ
か

ら
３
年
、
去
年
の
春
と
夏
に
全
国
大
会
へ
出

場
し
ま
し
た
。
春
は
富
山
県
氷
見
市
、
夏
は

愛
媛
県
松
山
市
と
私
も
家
族
と
応
援
に
行

き
と
て
も
良
い
思
い
出
を
作
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
何
気
な
い
会
話
の
中
で
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
を
始
め
る
き
っ
か
け
を
も
ら
っ
た
娘
。
今
思

う
と
、
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
「
み
ず
い
ろ
会
」
と
い
う
町
内

会
の
青
年
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
入
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
先
輩
か
ら
の
誘
い
の

言
葉
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
町
内
会
の
行
事
な

ど
ほ
と
ん
ど
参
加
す
る
事
な
く
生
活
し
て
き

ま
し
た
が
、
近
所
の
先
輩
の
一
言
で
「
や
っ
て

み
よ
う
か
な
」
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
年
上
、

年
下
関
係
な
く
同
じ
町
内
に
住
む
仲
間
と
協

力
し
合
い
、
秋
祭
り
で
の
屋
台
や
団
地
内
で

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
飾
り
つ
け
な
ど
、
今

で
は
青
年
部
の
活
動
を
通
し
て
積
極
的
に
地

域
の
行
事
へ
参
加
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

誘
っ
て
も
ら
っ
て
な
か
っ
た
ら
、
今
も
以
前
と

変
わ
ら
ず
・
・
・
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

物
事
に
は
始
ま
り
に
大
な
り
小
な
り
の

き
っ
か
け
が
あ
り
ま
す
。「
き
っ
か
け
＝
チ
ャ
ン

ス
」
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
お
か
げ
で
私
も

娘
も
大
変
貴
重
な
経
験
、
勉
強
を
さ
せ
て
も

ら
え
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
息
子
は
大
学
生
に
、
娘
は
高
校

生
に
な
り
ま
す
。
自
分
も
半
年
前
に
会
社
を

辞
め
独
立
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い

ス
タ
ー
ト
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
い
ろ
い
ろ

な
方
々
に
接
し
て
、
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え

る
様
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
自

分
も
子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
様
、
ど
ん
な

些
細
な
き
っ
か
け
も
見
逃
さ
な
い
で
、
大
切

に
し
て
行
き
た
い(

生
き
た
い)

と
思
い
ま
す
。

　

来
月
は
、
酒
井
喜
弘
さ
ん
（
白
岩

字
宮
ノ
下
）
の
予
定
で
す
。
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■
商
工
会
青
年
部
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

し
ら
さ
わ
未
来
会
議
は
、
旧
白
沢

村
の
商
工
会
青
年
部
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
よ
う
と
平
成
７
年
２
月
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
会
員
は
現
在
15
人
で
、

自
営
業
の
ほ
か
、
会
社
員
や
公
務
員

な
ど
多
方
面
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
主
な
活
動
は
し
ら
さ
わ
夏

祭
り
、
秋
祭
り
で
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
や

運
営
で
す
。

　

夏
祭
り
で
は
、
毎
年
魚
つ
か
み
大

会
を
企
画
し
て
、
ニ
ジ
マ
ス
・
ア
ユ
・

ウ
ナ
ギ
な
ど
の
つ
か
み
取
り
を
子
ど

も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
夜
に
な
れ
ば
ビ
ー
ル
・

焼
き
鳥
・
焼
き
そ
ば
な
ど
の
屋
台
を

出
店
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
祭
り
で
は
、
湯
ど
う
ふ

食
べ
く
ら
べ
大
会
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
景
品
が
豪
華
で
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

■
春
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
！

　

４
月
18
日
に
、
白
沢
公
民
館
周
辺

で
桜
と
花
火
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
さ

く
ら
ま
つ
り
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

春
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
５
，
０
０
０

発
の
花
火
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
浪
江
町
の
皆
さ
ん
と

の
協
力
で
、
お
互
い
の
ま
ち
の
民
謡
や

伝
統
芸
能
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
ス

テ
ー
ジ
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
試
み
で
す
が
、
春
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
け

れ
ば
良
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

　

最
近
で
は
、
白
沢
地
区
の
盆
踊
り

な
ど
昔
活
気
の
あ
っ
た
催
し
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
地

域
を
元
気
に
し
て
い
き
、
一
人
で
も
多

く
の
人
が
喜
ん
で
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Interview No.59

活躍人訪問
し
ら
さ
わ
未
来
会
議

  

理
事
長  

武
田 

康
英 

さ
ん「4月18日のさくらまつりにぜひ足をお運びください」と

話す武田さん

①こどもたちが自分で作った手作り雛人
形
②お茶を教えてくださった先生たち
③「今日はたのしいひなまつり～♪」
④「お茶おいしいね」初めてのお茶会に
みんな興味津々

①①

②②③③

④④
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

国
保

KO
KU
H
O
N
EN
KIN
D
A
YO
RI

だ
よ
り

年
金

就
職
・
退
職
等
の
際
は
国
民
健
康
保
険
と

国
民
年
金
の
お
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

届出に
必要なもの

●資格喪失証明書※社会保険等を離脱したという証明
　（扶養者がいる場合は氏名が記載されているもの）
●認め印（人により必要な場合があるため）

手続き
できる方

●社会保険等を脱退した本人または同じ世帯の家族
　（別世帯の方が手続きする場合は委任状が必要です）

　

届出に
必要なもの

●会社の健康保険の保険証
　（扶養者がいる場合は全員分の保険証）※コピー可
●国民健康保険の保険証（全員分）

手続き
できる方

●社会保険等に加入した本人または同じ世帯の家族
　（別世帯の方が手続きする場合は委任状が必要です）

■退職などにより職場の健康保険を脱退した場合
　他の健康保険等に加入しない場合は、国民健康保険に加入
する手続きが必要です。

■会社の健康保険に加入した場合
　現在、国民健康保険に加入している方は、国民健康保険を
脱退する手続きが必要です。

ご注意ください！
※ 会社で社会保険加入の手続きをしている方は、いつから社
会保険に加入するか確認し、まだ保険証が届いていない場
合でも社会保険加入日以降は国保の保険証は使用しないで
ください。
※ 国保資格がないのに国保の保険証を使用した場合、本宮市
で負担した医療費を後で返していただくことがあります。

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

国
民
年
金
の
手
続
き

国
民
年
金
の
手
続
き

問 　

国
民
健
康
保
険
と
同
様
、
就
職
や
退

職
・
転
職
さ
れ
た
方
は
市
役
所
で
手
続

き
が
必
要
で
す
。
国
民
健
康
保
険
と
年

金
を
あ
わ
せ
て
手
続
き
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
28

年
３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

毎
月
１
５
，
５
９
０
円
と
な
り
ま
す
。

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
へ

　

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
支
払
が
猶
予
さ
れ
る｢

学

生
納
付
特
例
制
度｣

を
申
請
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
本
人
の
所
得
が
一
定

以
下
の
学
生
が
対
象
と
な
り
、
家
族
の

方
の
所
得
は
問
い
ま
せ
ん
。
申
請
さ
れ

る
方
は
、
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
か
在

学
証
明
書
（
平
成
27
年
４
月
以
降
に
発

行
さ
れ
た
も
の
）
と
印
鑑
を
市
役
所
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
猶
予
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
、
一
年
毎

に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

☎
24-

５
３
４
２

白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

☎
44-
２
１
１
４

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
就
職
や
退
職
・
転
職
な
ど
が
多
い
時
期
で

す
。
こ
れ
ら
の
異
動
に
伴
い
保
険
証
・
年
金
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

市
役
所
市
民
課
ま
た
は
白
沢
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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４
月
か
ら
、
平
成
27
年
度
の
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
徴
収
が

始
ま
り
ま
す
。
年
６
回
の
徴
収
期

間
の
う
ち
、
４
月
、
６
月
、
８

月
の
３
回
分
の
徴
収
額
に
つ
い

て
は
、 

仮
徴
収
の
金
額
と
な
り
ま

す
。
仮
徴
収
と
は
、
年
間
保
険
料

の
計
算
前
に
、
保
険
料
の
年
金
天

引
き
を
開
始
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
す
。

　

通
常
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
、
毎
年
８
月
に
前
年
度
の
所

得
に
基
づ
い
て
計
算
し
ま
す
。
年

間
の
保
険
料
額
は
、
そ
の
年
度
の

所
得
額
な
ど
が
確
定
す
る
ま
で
決

ま
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
８
月
の

計
算
を
待
っ
て
年
金
天
引
き
の
開

始
と
な
り
ま
す
と
、
10
月
、
12
月
、

２
月
の
３
回
で
年
間
保
険
料
の
お

支
払
い
と
な
り
、
１
回
分
の
お
支

払
金
額
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
４
月
、
６
月
、
８
月

に
暫
定
金
額
と
し
て
、
２
月
に
徴

収
し
た
金
額
と
同
額
を
徴
収
す
る

こ
と
で
、
１
回
当
た
り
の
徴
収
額

の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

前
年
度
の
所
得
が
確
定
し
て
保

険
料
が
決
定
し
た
後
に
、
決
定
し

た
保
険
料
額
と
４
月
、
６
月
、
８

月
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
仮
徴
収

額
と
の
差
額
を
、
10
月
、
12
月
、

２
月
の
年
金
か
ら
３
回
に
分
け
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
仮
徴
収
金
額
と
年
間
保

険
料
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
８
月

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

※ 

確
定
徴
収
額
は
、
平
成
26
年
中

の
収
入
を
元
に
８
月
に
再
算
定

し
、「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」、

「
保
険
料
納
入
通
知
書
兼
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
」
で
ご
案
内

し
ま
す
。

※ 

平
成
27
年
２
月
に
特
別
徴
収
さ

れ
た
保
険
料
が
０
円
の
場
合
、

「
仮
徴
収
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
は
、
10
月
以
降
か
ら

特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

☎
24-

５
３
４
２

 

■次の①、②のいずれかに該当する方は、４月からの特別徴収（年金天引き） となります。

● 平成 27年２月までに特別徴収から口座振替へ納
付方法の変更手続きをされた方

● 介護保険料が差し引かれている年金の年間受給
額が１８万円未満の方

※ 次の条件に該当する方は、特別徴収にはなりません。８月に「保険料決定通知書」および「納入通知書」
を送付いたしますので、納付書や口座振替（普通徴収）で納付してください。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

　
　
　
　
　
　

 

仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

仮徴収

本徴収

　4月　　　　　    6 月　　　　　  8 月

　10月　　　 　   12 月　　　　     ２月

■ 4月、6月、8月は仮の保険料で徴収します。
■ 通常は前年度の2月の天引き額と同額を仮徴収
します。

■  10月、12月、２月は 8月に確定した年間保険
料額から、仮徴収分を差し引いた額を、特別徴
収の３回に分けて徴収します。

対象となる方 １期あたりの仮徴収の金額 通知書の送付

① すでに後期高齢者医療保険料
を年金からの特別徴収（天引
き）でお支払いの方

平成 27年２月の徴収金額
と同額

平成26年８月に送付済の平成26年度保
険料納入通知書兼特別徴収開始通知書中の
「保険料の仮徴収」にて通知に代えさせて
いただきます

② 平成 26年度中に本宮市で後
期高齢者医療制度に加入した
方のうち、新たに特別徴収に
切り替えが可能となった方の
み（75歳到達、転入、障害
認定等による資格取得）

平成 26年度保険料額 （平
成 26 年度に 12 カ月加入
した場合の保険料額）の６
分の１の金額

対象者にのみ４月10日頃に送付予定

● 介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が、
介護保険料が差し引かれている年金の２分の１
を超える方
● 介護保険料が年金から天引きされなくなった方
　

問
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学学び・び・文文化・化・スポーツの広場スポーツの広場 生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来39－1　☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎500　　☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎500　　☎44－2112The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

■赤ちゃん・妊婦さんおはなし会
　と　き：4月24日（金）　11：00～11：20
　 対　象：赤ちゃん（０・１・２才くらいま
で）とその保護者、妊婦さんとその家族
　内　容：赤ちゃんへの絵本の読み聞か
せやわらべうた、親子でのふれあいあそび
などを行います。また妊婦さん、新米ママ
向けの赤ちゃんへの接し方や子育て豆知識
などについてもお話します

■英語のおはなし会　～２０１５子ど
もの読書週間とくべつおはなし会～
　と　き：4月19日（日）　11：00～11：40
　対　象：幼児～小学生とその保護者、　一般
　内　容：英語の絵本の読み聞かせ、英
語の歌やゲーム、イースターのおはなし、イー
スターエッグハンティング（ハンティングし
た卵はプレゼントとして、もらえます）など
を行う予定です。

■手作りしかけ絵本教室作品展
　と　き：4月14日（火）～5月10日（日）
　場　所：しらさわ夢図書館　視聴覚室
　内　容：３月におこなった『手作りしかけ絵本
教室』の作品を展示します。

＊絵本・児童書・紙芝居＊
・自転車のなぜ………………大井喜久夫
・なわとび「スゴ技」コレクション１～３ …黒沢ちよ子
・子どもを抱く坂上田村麻呂 …一色悦子
・バナナのはなし………………伊沢尚子
・おほしさまとみずうみ…松居スーザン
・おみずをじゃー……………なとりちづ
・市川房枝………………筑摩書房編集部
・みんなでうどんづくり……菊池日出夫
・ぼくのぱんわたしのぱん……神沢利子
・いちごばたけができたよ……島津和子

＊一般書・実用書＊
・わたしの居場所はここにある …さかもと未明
・５０代になって気づいた人生で大切なこと …香山リカ
・東京ブラックアウト…………若杉　冽
・スマホ汚染……………………古庄弘枝
・言ってみようわらべうた１・２ …羽仁協子
・もっと脳の強化書２…………加藤俊徳
・発達障害の子に「ちゃんと伝わる」言
葉がけ………………………佐々木正美
・ひとり暮らしのズボラ飯………………
　ひとり暮らしをとことん楽しむ！編集部
・人生を考えるのに遅すぎるということはない …安藤忠雄

ハ
ー
ブ
で
こ
け
玉
づ
く
り

〜
生
涯
学
習
講
座
〜

　

中
央
公
民
館
で
は
、
２
月
19
日
に
ハ
ー

ブ
と
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
研
究
家
で
あ
る
瀧
田

勉
先
生
を
迎
え
、『
ハ
ー
ブ
で
こ
け
玉
づ
く

り
』
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
け
の
団
子
に
植
物
を
植
え
る
ア
レ
ン

ジ
園
芸
で
、
冬
で
も
室
内
で
香
り
や
味
が

楽
し
め
る
ハ
ー
ブ
を
使
っ
て
の
こ
け
玉
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
、
一
足
早
い
春
を
感
じ
な
が

ら
、
こ
け
を
真
丸
に
丸
め
る
の
に
苦
労
し

な
が
ら
も
、
思
い
思
い
に
ハ
ー
ブ
を
組
み
合

わ
せ
て
こ
け
玉
を
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

絵
本
に
出
て
く
る
お
菓
子
を
作
ろ
う

〜
生
涯
学
習
講
座
〜

　

２
月
15
日
、
生
涯
学
習
講
座
「
絵
本
に

出
て
く
る
お
菓
子
を
作
ろ
う
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
親
子
で
絵
本
に

出
て
く
る
お
菓
子
を
一
緒
に
作
る
こ
と
で

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
絵

本
へ
の
関
心
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』
に
で
て
く
る

カ
ス
テ
ラ
と
『
お
ま
た
せ
ク
ッ
キ
ー
』
に
出

て
く
る
ク
ッ
キ
ー
作
り
を
本
宮
市
の
栄
養

士
鹿
野
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ク
ッ
キ
ー
の
型
お
し
を

し
た
り
、
カ
ス
テ
ラ
の
た
ね
を
作
る
お
手

伝
い
を
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
試

食
会
で
は
、
司
書
が
題
材
と
な
っ
た
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
親
子
で
絵
本
と

お
菓
子
を
堪
能
し
ま
し
た
。

久夫 わた
新着本新着本

休館のお知らせ休館のお知らせ

キャラクター
モトム（本夢）くん

しらさわ夢図書館　中央公民館図書室しらさわ夢図書館　中央公民館図書室 ご案内ご案内からの

本宮は　みんなが愛する　本の街 イイベベ ンントト

熱心にこけ玉をつくる受講生レシピを見ながら絵本と同じお菓子を作る親子

※これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送等で少々時間を頂く場合が
ありますので、ご了承願います。（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）

下記期間中は、館内の特別整理を行いますので、休館となります。ご理解とご協
力をお願いします。

しらさわ夢図書館　４月６日（月）～４月13日（月）
中央公民館図書室　４月13日（月）～４月20日（月）

問



19 広報もとみや4月号

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

　日時　　場所　　内容　　料金　　講師　　対象

　定員　　申込み　　問い合わせ先

時 場 内 料 講 対

定 申 問

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ボ
デ
ィ
リ
メ
イ
ク
ス
ク
ー
ル

　

え
ぽ
か
で
一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

①
４
月
11
日
（
土
）　

②
４
月
24
日
（
金
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜

　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

※
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
な
ど

（
持
っ
て
い
る
方
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

不
要
。
当
日
、
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

保
健
課　

健
康
増
進
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

募

集

投
票
立
会
人
の
募
集

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙
の
際
に
公
正

な
投
票
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
い
た
だ
く
、
投
票
所
や
期
日
前
投
票
所
に
お

け
る
「
投
票
立
会
人
」
と
指
定
病
院
等
に
お
け

る
不
在
者
投
票
の
「
外
部
立
会
人
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

本
宮
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
理
解
の
あ
る
方

　

投
票
所
や
病
院
等
に
お
い
て
投
票
事
務
の
執

行
を
監
視
し
、
投
票
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
資
格
審
査
お
よ
び
登
録

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
応
募
者
の
資
格
審

査
を
行
い
、
資
格
要
件
を
満
た
す
方
を
投
票
立

会
人
候
補
者
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

●
選
任
方
法

選
挙
の
都
度
、投
票
立
会
人
候
補
者
（
登
録
者
）

に
日
程
等
を
確
認
し
、
選
任
し
ま
す
。

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま

た
は
郵
送
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。応
募
用
紙
は
、

本
宮
市
役
所
、
白
沢
総
合
支
所
、
岩
根
出
張
所
、

中
央
公
民
館
、
え
ぽ
か
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
な
お
、
応
募
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
年
募
集
の
登
録
制
で
す
。

●
応
募
先

①
持
参
の
場
合

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
）
ま
た

は
、
白
沢
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

②
郵
送
の
場
合

〒
９
６
９ｰ

１
１
９
２

本
宮
市
本
宮
字
万
世
２
１
２
番
地

「
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
」
宛
て

　

本
宮
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
24ｰ

５
４
３
８

手
話
講
習
会
受
講
生
募
集

　

本
宮
市
在
住
で
、
手
話
を
学
び
、
聴
覚
障
が

い
者
と
の
交
流
を
希
望
す
る
方

　

①
５
月
26
日　

②
６
月
２
日　

③
６
月
９
日  

④
６
月
16
日　

⑤
６
月
23
日　

⑥
６
月
30
日

各
回
火
曜
日　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　

手
話
技
術
の
習
得
と
聴
覚
障
が
い
者
と
の
交

流
を
図
る
た
め
の
、
初
心
者
向
け
の
講
習
会

　

二
本
松
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

無
料 

　

15
人
（
未
受
講
者
優
先
と
な
り
ま
す
）

　
　
　

４
月
24
日
（
金
）
ま
で　

社
会
福
祉
課　

社
会
福
祉
係 

☎
24ｰ

５
３
７
１

白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課　

福
祉
係

☎
44ｰ

２
１
１
４

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

７
月
１
日
か
ら
１
年
間

　

満
20
歳
以
上
で
、
担
当
区
間
付
近
に
居
住
の

方
　

１
人

　

阿
武
隈
川
（
本
宮
市
高
木
地
区
〜
上
ノ
橋
）

巡
回
に
よ
る
不
法
投
棄
等
の
情
報
収
集
、
地
域

住
民
の
要
望
収
集
、
川
を
愛
す
る
心
の
普
及
啓

発
、
月
１
回
の
報
告

　

５
月
８
日
（
金
）〈
必
着
〉
ま
で
に
必
要
事

項
（
要
問
合
せ
）
を
記
載
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ

　

福
島
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課

☎
０
２
４ｰ

５
３
９ｰ

６
１
２
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４ｰ

５
４
６ｰ

８
８
５
２

平
成
27
年
度
遠
藤
輝
雄
奨
学
生
募
集

　

遠
藤
輝
雄
奨
学
基
金
は
、
本
市
白
岩
出
身
の

遠
藤
輝
雄
さ
ん
が
創
設
さ
れ
た
基
金
で
、
教
育

の
機
会
均
等
を
図
り
、
健
全
な
社
会
の
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
基
金
で

す
。

　
「
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的

理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
」
に

対
し
、
奨
学
金
の
貸
与
を
行
う
奨
学
生
を
募
集

問

問

問

問

時

時

時

場

場

内

内

内

内 料

対

対

対

申

申

申

申 定定

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社



20広報もとみや4月号

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　日時　　場所　　内容　　料金　　講師　　対象

　定員　　申込み　　問い合わせ先

時 場 内 料 講 対

定 申 問

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

お知らせ　I N F O R M A T I O N

し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
高
等
学
校（
県
内
）、ま
た
は
、

大
学
等
に
在
学
し
、品
行
方
正
で
学
術
に
優
れ
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
方

　

●
募
集
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
〜
６
月
１

日
（
月
）

●
募
集
人
員
お
よ
び
奨
学
生
の
種
類

①
大
学
・
短
大
奨
学
生
（
27
年
度
入
学
者
）
若

干
名　

②
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
（
専
門

課
程
）
奨
学
生
（
27
年
度
入
学
者
）
若
干
名　

③
高
等
学
校
・
専
修
学
校
（
高
等
課
程
）
奨
学

生
（
27
年
度
入
学
者
）
若
干
名

●
貸
与
額(

月
額)

　
※
募
集
要
項
お
よ
び
奨
学
生
願
書
な
ど
の
書
類

は
、
教
育
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

　
　
　

教
育
総
務
課　

総
務
係

☎
24-

５
４
４
１

平
成
27
年
度
本
宮
市
篤
志
奨
学
資
金
奨
学

生
募
集

　

教
育
の
機
会
均
等
を
図
り
、
健
全
な
社
会
の

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
能

力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
」
に
対
し
、

奨
学
資
金
の
給
与
を
行
う
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

　

平
成
27
年
度
に
短
大
・
大
学
・
大
学
院
に
入

学
し
、
品
行
方
正
で
学
術
に
優
れ
、
身
体
が
強

健
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
方

　

●
募
集
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
〜
６
月
１

日
（
月
）

●
募
集
人
員
お
よ
び
奨
学
生
の
種
類

短
大
・
大
学
・
大
学
院
奨
学
生
（
27
年
度
入
学

者
）
若
干
名

●
給
与
額(

月
額)

１
万
円

※
募
集
要
項
お
よ
び
奨
学
生
願
書
な
ど
の
書
類

は
、
教
育
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

　
　
　

教
育
総
務
課　

総
務
係

☎
24-

５
４
４
１

健

康

心
の
健
康
づ
く
り
事
業
「
こ
こ
ろ
の
相
談

室
」

　

４
月
24
日
（
金
）

①
午
後
１
時
〜　

②
午
後
２
時
〜　

③
午
後
３
時
〜

　

え
ぽ
か

　

専
門
家
（
臨
床
心
理
士
）
に
よ
る
心
の
悩
み
、

不
安
な
ど
の
相
談

　
　
　

完
全
予
約
制
。
事
前
に
電
話
等
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）
健
康
増
進
係

☎
63-

２
７
８
０

福

祉

平
成
27
年
度
「
本
宮
市
重
度
心
身
障
が
い

者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
の
発
行

　

通
院
な
ど
の
外
出
の
た
め
に
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
た
場
合
に
、
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
利

用
券
を
発
行
し
ま
す
。
な
お
、
年
度
途
中
申
請

の
場
合
は
、
月
数
に
応
じ
た
枚
数
の
交
付
に
な

り
ま
す
。

【
重
度
心
身
障
が
い
者
通
院
時
タ
ク
シ
ー
利
用

券
】

　

市
内
在
住
で
、「
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療

費
助
成
制
度
」
受
給
の
方

【
重
度
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
】

　

市
内
在
住
で
、
次
の
障
が
い
等
級
に
該
当
す

る
方

①
「
身
体
障
が
い
者
手
帳
」
等
級
が
、
下
肢
ま

た
は
体
幹
機
能
障
が
い
で
１
級
お
よ
び
２
級
の

方
、
ま
た
は
視
覚
障
が
い
者
１
級
の
方

②
「
療
育
手
帳
」
等
級
が
Ａ
の
方

　

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
代
理
の
方
は
お
い
で
い
た
だ
く
方
の

印
鑑
） 　

 

②
該
当
す
る
方
の
手
帳

●
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
業
者

　

市
が
指
定
し
た
タ
ク
シ
ー
業
者

　

社
会
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
24-
５
３
７
１

白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課　

福
祉
係

☎
44-

２
１
１
４

問

問

問

時場申

申

住宅設備・水廻りのリフォーム　見積および相談無料
業務用家庭用／ストーブ　ファンヒーター　エアコン販売　設置工事
超省エネ機種／石油　ガス　電気　各種給湯機器類

各種器具・水栓類・機械機器類の修理メンテナンス

TEL33－5242　　FAX34－1240
本宮市上水道・下水道工事指定店
〒969-1168　本宮市本宮字一ツ屋12－７

TOTOリモデルクラブ店会員の店
Eメール　takamatsu.remo@gmail .com

対内

大
学
・
短
大
奨
学
生

国･

公
立
３
万
５
千
円

私　

立

４
万
円

　

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校

　
（
専
門
課
程
）
奨
学
生

３
万
５
千
円

　

高
等
学
校
・
専
修
学
校

　
（
高
等
課
程
）
奨
学
生

公　

立

１
万
５
千
円

私　

立

１
万
８
千
円

対

対 対

内申

申

問
内
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

新
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
の
交
付

　

福
島
県
で
は
、
子
育
て
中
の
方
が
協
賛
店
で

「
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト（
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー

ド
）」
を
提
示
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

３
月
上
旬
よ
り
、
有
効
期
限
が
「
平
成
32
年

３
月
31
日
」
の
新
し
い
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド

を
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
な
ど
を
通
し
て
、

お
子
さ
ん
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
が

保
育
所
等
に
所
属
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
３
月

末
ま
で
に
受
け
取
れ
な
か
っ
た
場
合
、
カ
ー
ド

を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
本
宮
市
役
所　

子
ど
も
福
祉
課
ま
た
は
白
沢
総
合
支
所　

市
民

福
祉
課
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

０
歳
か
ら
18
歳
に
達
し
て
最
初
の
３
月
31
日

を
迎
え
る
ま
で
の
子
ど
も

　

●
交
付
枚
数　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
枚

※
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
協
賛
店
の
ご
厚
意

に
よ
る
も
の
で
す
。

※
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
際
は
、
ご

利
用
の
前
に
必
ず
お
店
の
方
に
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

☎
24-

５
３
７
５

く

ら

し

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
受
付

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
を
持
つ
方
の
た

め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
に
係
る
軽
自
動
車
税

の
減
免
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
つ
方
本
人
ま
た
は
生
計
を
一
に

す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど

　

●
申
請
期
間  

４
月
17
日(

金)

〜
４
月
24

日(

金)

●
必
要
書
類　

①
軽
自
動
車
税
の
納
付
書　

②
印
鑑　

③
免
許

証　

④
身
体
障
が
い
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳　

⑤
車
検
証

　

税
務
課 

市
民
税
係　

☎
24-

５
３
４
５

白
沢
総
合
支
所　

地
域
振
興
課 

税
務
係

☎
44-

２
１
１
３

軽
自
動
車
税
の
納
期
限

　

平
成
27
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
で
、
４
月
30
日(

木)

ま
で
に
納
税

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

税
務
課 

市
民
税
係　

☎
24-

５
３
４
５

自
動
車
事
故
被
害
者
救
済
制
度
「
交
通
遺

児
等
育
成
資
金
の
貸
付
」

　

０
歳
か
ら
中
学
校
３
年
卒
業
ま
で
の
児
童
・

生
徒
で
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
方
の

子
、
ま
た
は
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
後
遺
障

害
が
残
っ
た
方
の
子

　

●
貸
付
金
額　

一
時
金
15
万
５
千
円　

毎
月

２
万
円

●
利
子　

無

●
貸
付
条
件　

市
町
村
民
税
が
非
課
税
ま
た
は

均
等
割
の
み
課
税
な
ど

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

福
島
支
所　

☎
０
２
４-

５
２
２-

６
６
２
６

問

問問

内

申

対

対対内問

問

検察審査会制度をご存じですか？

　
もしもあなたの家族が、相手方の一方的な責任による交通事故で大けがをしたにもかかわらず、相手

方が何の刑事処分も受けていなかったら・・・。
　交通事故の加害者や窃盗、傷害などの犯人を裁判所に起訴するかどうかの判断を行うのは検察官のみ
であることはご存知ですか。察官が適正に起訴を行っているかどうかを国民の一般的な良識と視点によっ
て確認するために設けられたのが、「検察審査会制度」です。
　選挙権を有する国民の中から無作為に選ばれた１１人の検察審査員が、被害者から申立てのあった事
件などについて、検察官が加害者を不起訴処分にしたことが正しかったのかどうかを審査します。審査
の申立てには、費用は一切かかりません。また、申立人の秘密は堅く守られます。
　検察審査会の窓口では、申立てについての相談を受け付けています。詳しくはお問い合わせください。

　　郡山検察審査会事務局（福島地方裁判所郡山支部内）☎０２４－９３２－５６５６㈹
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

お知らせ　I N F O R M A T I O N

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
犬
の
登
録
と
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射(

生
後
３
カ
月
齢
以

上)

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
予
防

注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
都
合

の
良
い
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

●
次
の
場
合
は
予
防
注
射
を
受
け
る
前
に
、
獣

医
師
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
犬
が
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と

き　

②
予
防
注
射
で
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
副
作
用

を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
（
発
疹
・
じ
ん

ま
し
ん
・
け
い
れ
ん
・
よ
だ
れ
な
ど
も
含
む
）　

③
妊
娠
初
期
ま
た
は
妊
娠
末
期
の
と
き　

④
１
カ
月
以
内
に
他
の
予
防
注
射
を
受
け
て
い

る
と
き

●
新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合
の
新
規
登
録
も
併

せ
て
行
え
ま
す
。

●
犬
が
死
亡
し
た
と
き
、
犬
が
い
な
く
な
っ
た

と
き
や
、
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合
に
も
届
出

が
必
要
で
す
。

　

注
射
代
３
，
２
０
０
円
（
内
訳　

注
射
料
金

２
，
６
５
０
円
・
注
射
済
票
代
５
５
０
円
）

新
規
登
録
３
千
円

生
活
環
境
課　

環
境
係　

☎
24-

５
３
６
２

白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課　

生
活
安
全
係 　

☎
44-

２
１
１
４

　日時　　場所　　内容　　料金　　講師　　対象

　定員　　申込み　　問い合わせ先

時 場 内 料 講 対

定 申 問

問 料

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会！
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25　

㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

㈲
三

和

設

備（
４
４
―
４
５
４
２
）

　

本
宮
市
和
田
字
作
田
３
番
地
１

ためらわず　知らせて　つなぐ命の輪ためらわず　知らせて　つなぐ命の輪 虐待を受けたと思われる
子どもがいたら。

出産や子育てで気になる
ことがあったら。

子育て支援サービスを
利用したいと思ったら。

全国共通ダイヤル

０５７０-０６４- ０００
24時間、児童相談所につながります

児童虐待を防ぎましょう

　地域の方々のちょっとした「目くばり」「気くばり」で子ども
たちを虐待から救えます。
　「おやっ？」と気になることがありましたら迷わず連絡してく
ださい。

　
子ども福祉課内　家庭児童相談室

　☎２４- ５３７６

▼

狂犬病予防注射日程

問

４月22日
（水）

  8：40～   9：10 青田農構センター

 9：30～   9：45 下樋梅原集会所

10：00～ 10：30 岩根農構センター

10：45～ 10：55 下関下消防屯所

11：10～ 11：40 荒井地区公民館

４月23日
（木）

  8：45～   9：05 仁井田地区公民館

  9：20～   9：30 防災センター (太郎丸 )

  9：40～   9：50 本宮１０区集会所

10：10～ 10：30 みどりの家（もとみや台）

10：45～ 11：10 高木地区公民館

11：30～ 12：00 糠沢分館

４月２４日
（金）

  8：40～   9：00 白岩分館

  9：20～   9：35 松沢分館

  9：50～ 10：10 稲沢分館

10：30～ 10：50 長屋分館

11：10～ 11：30 和田分館

４月２６日
（日）

  8：10～   9：00 本宮市役所

  9：25 ～   9：55 本宮市中央公民館

10：10～ 10：25 老人憩いの家

10：50～ 11：30 白沢総合支所
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

問

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設のなか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。
祭 壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品祭壇　葬儀用品　お料理　花輪　贈答品

杜の中の斎場 ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

ごみの収集を休みます
５月４日（月）みどりの日
５月５日（火）こどもの日
５月６日（水）振替休日

　上記期間中は、ごみステーションへごみを出さな
いようご協力をお願いします。
　また、もとみやクリーンセンターへの個人搬入も
できませんのでご注意ください。

もとみやクリーンセンター　☎３３-５４９９　
生活環境課　環境係　☎２４-５３６２
白沢総合支所　市民福祉課　生活安全係　
☎４４-２１１４

※ 煙または火炎を発するおそれのある行為をする場合
は、あらかじめ消防署に届出が必要です。

貴重な森林を山火事から守るため、
皆様のご協力をよろしくお願いします。

もとみやクリーンセンター直接個人搬入

ごみ収集ごみの収集を行います

４月 29日（水）昭和の日
　通常どおり、ごみの収集を行います。
　ただし、もとみやクリーンセンターへの個人搬入
はできませんのでご注意ください。

平成27年度年間予定表平成27年度年間予定表

問

ごみ収集を
行います 祝日

  ４月 29日（水）昭和の日
  ７月 20日（月）海の日
10月12日（月）体育の日
12月23日（水）天皇誕生日

ごみ収集を
休みます

祝日 上記以外の祝日

日曜日 毎週

お盆   ８月 14日（金）
  ８月 15日（土）

年末
年始

12月29日（火）から
平成28年１月３日（日）

定期
点検整備

平成28年２月12日（金）
  　　　　 ２月13日（土）

搬入
できます

平日 午前8時30分から11時 30分
午後1時00分から　4時30分

土曜日 午前8時30分から11時 30分

搬入
できません

　日曜日・すべての祝日・土曜日の午後
　および下記日程

お盆   ８月 14日（金）
  ８月 15日（土）

年末
年始

12月29日（火）から
平成28年１月３日（日）

定期
点検整備

平成28年２月   １日（月）
　　  から 2月 29日（月）

山火事にご用心！！山火事にご用心！！
　山火事のほとんどが春先、特に４月に発生しています。
　原因のほとんどが「たき火」、「火入れ」、「たばこ」と
いった人の火の取り扱いの不注意で発生しています。
山火事予防にあたり注意することは？

・ 火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に
　消火すること
・強風時や乾燥時はたき火などをしないこと
・たばこのポイ捨てはしないこと
・火遊びはしないこと

安達地方広域行政組合消防本部　☎２２- １２１１
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イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

お知らせ　I N F O R M A T I O N

市営住宅の募集状況

※ただいま募集はしていません。
　　　　　　　建設課　建築係 ☎２４‒５３９３

市のすがた（平成27年3月１日現在）

男　性 14,992人（　 6）
女　性 15,491人（ △3）
総人口 30,483人（　 3）
世帯数 9,872世帯（　 4）

漏水当番のお知らせ

　月　日　　　水道工事指定店　電話番号

４月４日（土）　オオナミ㈱ 33‒1001・33‒2412
４月５日（日）　㈲光設工業所 33‒1895
４月11日（土）　㈱小山設備 33‒3031
４月12日（日）　㈱タカマツ 33‒5242
４月18日（土）　㈲須藤住機工業 48‒2357
４月19日（日）　㈲三和設備 44‒4542
４月25日（土）　㈲浜野和水道 33‒2788
４月26日（日）　㈲本宮設備 33‒2592
４月29日（水）　オオナミ㈱ 33‒1001・33‒2412
５月２日（土）　㈲光設工業所 33‒1895
５月３日（日）　㈱小山設備 33‒3031
５月４日（月）　㈱タカマツ 33‒5242
５月５日（火）　㈲須藤住機工業 48‒2357
５月６日（水）　㈲三和設備 44‒4542
５月９日（土）　㈲浜野和水道 33‒2788
５月10日（日）　㈲本宮設備 33‒2592

納期のお知らせ

軽自動車税 全期

上下水道使用料 2・3月分

集落排水使用料 2・3月分

住宅使用料 4月分

住宅駐車場使用料 4月分

保育所保育料 4月分

幼稚園授業料 4月分

幼稚園預かり保育料 4月分

放課後児童保育料 4月分

※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応とな
ります。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。
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ご
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郡山北警察署本宮
分庁舎より
（　）は１月から
の集計

2月の交通事故発生状況

件数 死者 傷者
本年 11（ 17）   0（0） 12（ 20）
前年 10（ 21）   0（0） 14（ 28）
増減 1（△4）   0（0） △2（△8）

編
集
後
記

※口座振替をご利用の方は、
左記納期限の前日までに、
預金残高の確認をお願い
します。

（　）は、対前月比
※集計方法の違いにより福
島県が発表する数値と異
なることがあります
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０
個園児にパンを手渡す米津社長

問

納期限
4月30日（木）



25 広報もとみや4月号

　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたる
ものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

きぼうホットラインきぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

☎0 2 4 3ー 3 4ー 5 5 6 0
毎週水曜日　10：00から17：00まで

　現代社会では、多くの方がストレスを抱え
て生活しています。ひとりで抱え込まずに相
談してみませんか。本人・家族どなたでも相
談可能です。予約不要、秘密は厳守します。

☎0 2 4 3ー3 4ー5 5 6 0
（相談して）　　　　み よう　　 こ　こ　ろ まる

保健衛生だより保健衛生だより
4月の健診日程

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）で発行しています。】

保健課　健康増進係（えぽか内）　☎６３－２７８０

日曜・祝日当番医　受付時間　９：00～11：30  14：00～16：30

５月３日（日）
（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内） 22－3215
独立行政法人地域医療機能推進機構　二本松病院（二本松市成田町） 23－1231
いしわたクリニック（本宮市荒井字東学壇） 63－2826
５月４日（月）
（医）社団実生会 土川産婦人科医院【小児】（二本松市松岡） 22－0035
（医）成美会 鈴木皮フ科クリニック（二本松市本町） 22－6877
（医）渡辺クリニック（本宮市高木字高木） 34－3311
５月５日（火）
二本松市岩代国保診療所（二本松市百目木） 56－2461
（医）菊慈会 きくち整形外科（二本松市油井） 23－2627
（医）坂本クリニック【小児】（本宮市本宮字千代田） 34－1188
５月６日（水）
（医）辰星会　枡病院（二本松市本町） 22－2828
（医）しかの眼科（二本松市油井） 62－2520
（医）上遠野内科医院【小児】（本宮市本宮字荒町） 33－5866
５月10日（日）
佐久間内科小児科医院（二本松市本町） 22－0570
（医）三浦内科医院（二本松市亀谷） 23－3883
池田眼科医院（本宮市本宮字仲町） 34－4100

４月５日（日）
（医）博愛会　東和クリニック【小児】（二本松市針道） 66－2122
ばばクリニック（二本松市油井） 24－7122
（医）慈久会　谷病院（本宮市本宮字南町裡） 33－2721
４月12日（日）
かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22－8800
（医）慈水会 みずのクリニック（二本松市根崎） 23－5158
（医）落合会　東北病院（本宮市青田字花掛） 33－2588
４月19日（日）
（医）静心会　斎藤医院（二本松市若宮） 22－0036
さくらクリニック（二本松市藤之前） 62－3931
（医）よしだこどもクリニック【小児】（本宮市高木字平内） 34－6418
４月26日（日）
渡辺医院【小児】（二本松市正法寺町） 62－3000
二本松ウイメンズクリニック（二本松市亀谷） 24－1322
本宮市国保白岩診療所（本宮市白岩字田中） 44－2008
４月29日（水）
土川内科小児科【小児】（二本松市槻木） 22－6688
（医）辰星会　枡記念病院（二本松市住吉） 22－3100
（医）幹正会 よしだ内科（本宮市本宮字一ツ屋） 63－2333

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）病院群輪番制日程表

月 4月 5月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

曜　 日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ◎ ◎

枡 病 院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎

谷 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ◎
二本松病院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎

種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所
４カ月児健康診査 平成26年12月１日～12月31日生まれ ４月16日（木） 13：00～13：30

えぽか
（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ月児健康診査 平成26年６月１日～６月30日生まれ ４月23日（木） 13：00～13：30

１歳６カ月児健康診査 平成25年９月１日～10月３日生まれ ４月22日（水） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成23年12月１日～12月22日生まれ ４月15日（水） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ４月24日（金） 10：00～11：00

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診されますよう、お願いします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。 【小児】は、小児科の当番医療機関

問
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梶川進作さん恵理子さん
東馬くん親子（稲沢）
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復興の集い2015　　

1.YUKIYOSHI さ ん・
橋本妙子さんによるコン
サート　2. アンコール
では上尾市・本宮市両市
長が市民の歌を熱唱　
3. 食の交流会の調理を
担当した相模女子大学の
学生　4. 福引き１等当
たったよ！　5. 交流市
町村の物産が人気だった
販売会　6. 来場者には
けんちん汁が

１１

22

33

44

55

66

♪♪

　「福が満開、福のしま。」をキャッチコピーに「ふくしまデスティネーションキャン
ペーン（DC）」が４月から６月に開催されます。福島県を全国に発信、PRし多くのお
客様に訪れていただきたいと思います。観光関係団体や JRグループそして商店街や地
域の皆様と協力して観光客を「おもてなし」の心で「おでむかえ」していきたいと考え
ておりますので皆様ご協力をお願いいたします。

「ふくしまＤＣ」がスタートします！

4／18
4／4～

元気咲かそう　しらさわ桜まつり
～復活！桜と花火の競演　
　　　　　　請戸川リバーライン桜まつり～

伊藤久男写真展
～昭和の歌謡史をかざった本宮の大スター～

時間：午前10時から午後8時
会場：白沢公民館前特設ステージ・白沢総
合支所周辺
主な内容：夜ざくら花火打上／水原ゆきさ
ん歌謡ステージ／福島音頭踊り／など
主催：しらさわ未来会議　共催：本宮市

期間：4月4日から6月30日まで
会場：花と歴史の郷　蛇の鼻
内容：幼少期、黄金期、晩年の3ブロックに分
け遺品や写真を集めた企画展
料金：蛇の鼻入園料600円でご覧いただけます
主催：花と歴史の郷　蛇の鼻　☎34-2036
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